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●退官にあたって

海洋研究所での30年を思い起こしてのあれこれ

海洋化学部門生元素動態分野 教授 小  池  勲  夫

退職に関する書類を見て海洋研究所に助手で就職 して

からすでに31年が過 ぎていることに改めて思いがいたっ

た。大学院の修士時代から勘定するとこの研究所にお世

話になったのが40年近 くになる。私の世代は海洋研究所

での第二世代に当た り教員で大学院から研究所に入った

人が多 くなった頃で、教員 。学生 とも研究船 を使って新

しい海洋学に取 り組む という気負いが全体に感 じられる

時代であった。私が研究テーマ とした海洋の生物地球化

学 という分野は、世界的にも比較的新 しい研究分野で、

様々な研究背景を持つ研究者が参入 してお り、学際的な

色彩が強かった。学部学生の頃か らフィール ドでの科学

を志向 し、理学部の地理から植物へ、それから海洋研究

所へ とさまよったが、化学的な分析手法 を使って海洋現

場での窒素の生物活動による循環を解析する研究は面白

く、のめ りこむのに充分な研究対象であった。

特に院生の頃からカナダ、バ ンクーバー島での長期に

わたる共同研究に参加するチャンスを得て、アタリカ、

カナダ、ヨーロッパの生物海洋学、あるいは生物地球化

学の一流の研究者 と生活を共にしながら仕事をし、論文

を書 く経験 を得たことは、その後の研究生活を続ける上

で精神的にも実質的にも大 きな支えとなった。この共同

研究で世話になったスクリップス海洋研究所の研究者の

紹介で、スクリップ

スの研究船 による南

極海の航海 も合めて

足掛け 2年 に及ぶラ

ホイヤでの滞在が可

能になった。また、80

年代 の終 わ りにス

ター トしたJGOFS―

SSCへ の参加など研

究生活の節 日、節 目

が、このカナダでの何年間での体験 と結びついている。

このことを考えると学生を海外に積極的に出してくれた

指導教官の有 り難さを今さらながら痛感する。国内、海

外を問わず良い研究上の先生、先輩、友人、後輩に恵ま

れることが、大学の研究者 という一見自由な立場でも極

めて大切なことは言うまでもないからである。

私が研究を始めた70年代には炭素や窒素の地球表層で

の循環 とそれを支配 している生物プロセスの研究はまだ

基礎科学の色彩が強かった。 しかし、80年代になって地

球温暖化が注目されるようになると、炭素 。窒素循環に

係わるフラックスの正確な見積 もり、その制御機構の解

明とシュミレーションモデルによる再現が次第に地球環
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境問題として大きく取 り上げられるようになった。 IG

BPの ような大型の地球環境変動研究の国際プログラム

が、海洋を含む地球表層での炭素循環の解析を1つの大

きな目標として動き始めた。海洋での炭素循環のプログ

ラムである JGOFSの 発足時の科学執行委員会

(SSC)に入り、さらにこれらの地球環境プログラムを統

括するIGBPの 委員会に90年代になってから参加する

ようになってから、日本における研究の進め方とアメリ

カ、ヨーロッパでのやり方にかなりの違いがあることが

知らされた。

研究者は通常学会に所属するが、日本の場合所属する

学会は大学の時の出身の専攻によって決まっていること

が多い。従って地球環境研究のような新 しい研究分野は

研究者が多くの学会 ・研究会に分散 してしまい、その結

果として似たような分野で研究していても情報交換が無

く海外のシンポジウムなどで始めて知 り合うこともあ

る。一方、研究者の流動性の高いアメリカなどでは、情

報の流通が極めて早い。このような違いからはじめは国

際的な組織の中で、日本の地球環境分野の全体像を捉え

て発言することが難 しかった。日本からのまとまったプ

ロジェク トの提案や情報発信 も同様であった。最近で

は、研究費の相互乗 り入れも進み共同研究に対する研究

者の理解 もあって事態はかなり改善され、日本発のプロ

ジェクトも多く提案されるようになって来た。今ではわ

が国においても地球環境の研究を支える大きな柱である

生物地球化学あるいは生物地球化学的な解析 と言う表題

は、他のフィール ド科学の研究者も多用されるようにな

り、この分野は大きく進展している。

国際組織 とのギャップから国内での風通しの良い研究

環境をと言っているうちに、第二期の科学技術基本計画

をまとめる総合科学技術会議の環境分野に関係すること

になった。また、それ以来、地球温暖化を中心とした環

境科学 ・技術のとりまとめや評価に関与する場面も多く

なった。この過程において、多くの異分野の研究者や行

政担当者と知り合うことが出来、さらに様々なことに興

味を持つ習性のある自分を再発見することにもなった。

しかし、海洋分野の基礎の研究者として感 じる1つ の間

題は、基礎研究と施策的な応用研究とのバランスであ

る。最近の施策的な大型研究費は、如何に成果が社会に

還元出来るかが、評価の重要な視点となっている。その

結果、時間がかかる地球システムそのものの理解に必要

なプロセス研究は後回しになっているようにも思われ

る。一方、基礎的な研究を行っている研究者 もその成果

の出日がどこかについて常に意識 していることが必要で

ある。海洋科学のような分野では基礎的な研究と施策的

な研究がうまく連携することで、より大きな成果が挙げ

られ、外にもそれが見えやすいからである。

大学の研究所の良いところは自分の考えに従って、自

分が組みたいと思った研究者と共同して研究を進めるこ

とが出来る点であると思う。私はこの利点をこれまで国

内でも国外でも充分活用させて貰ったことを感謝 してい

る。 しかし、国立大学が法人化され各大学が様々な道を

模索しているこれからは、大学附置の研究所も教育への

加重は増えてくることが充分予想される。良い研究者は

必ずしも良い教育者ではないと言う現実もあるので、研

究と教育のバランスは難 しい。 しかし、優れた研究を通

して良い学生を育てて行 くという大学附置の研究所の利

点が維持できるように、これからもがんばって頂きたい

と願っている。
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●退官にあたって

私が海洋研の海洋生物生態部門 (19700417設 置)に

新任助手として着任したのは1972年春であった。部門創

設時、教授は山形大学理学部から配置換えで着任した山

本護太郎先生(故人)、助教授は,lll洋研助手から東大総合

研究資料館助教授 (現東大総合,F究博物館)を 経由して

1972年02月に着任した堀越増興先生(故人)、向井宏助手

(19714'08月着任 :現北大釧路臨 lll実験所教授)、技官に

相生敬子 ・長谷山則夫両氏、技術hli佐員に岩城嬢という

顔ぶれであった。東大理学部生物学科を卒えて理学系大

学院動物学専『1課程に在学 し、陸生ヤ ドカリ類の視覚に

ついて実験行動学 ・生理学的Of究を行っていた私が、ヤ

ドカリ類の選択する巻員類の種同定の指導を総合研究資

料館のllL越先生にお願いし、また自前の双眼実体顕微鏡

購入資金ほしさに堀越先生のマクロベントスのソーティ

ングや、阿部宗明専任講師 ・富永助手の日本魚類学会

誌 ・日本水産学会誌の校正アルバイトをしたのが私と海

洋研とを結びつける一つの縁となった。当時同級の友人

であった佐藤寅夫氏とともに日本復帰前の沖縄本島や八

重山諸島にナキオカヤ ドカリやヤシガニの生態観察と珊

瑚礁魚類採集に出かけたり、11日には毎週のように三崎

臨海実験所に出かけ、スノーケリングやスキューバダイ

ビングで過ごしていた。また、重井陸夫氏 (当時東大三

崎臨海実験所助手 :元京都工繊大学教授)、井田斉氏(当

時東大総合研究資料館助手 ;元北里大学教授)、土屋禎三

氏 (当時東大理学物動物学教室助手 :元神戸大学理学部

教授)、山日正士氏 (元琉大海洋学科教授)、雨宮昭南氏

(元東大新領域倉1成科学教授)ら の諸先輩とともに伊豆

半島、房総半島、伊豆諸島に出かけ、お茶大の臨海実験

所候補地の選定基礎調査や、海洋生物相調査に趣味と実

益を兼ねて参加していた。また、ll●洋研海洋生理部門の

平野哲也先生 (当時助手)が 伊豆諸島海域に部門初の淡

青九llL海を組んだ際に、研究補助学生として雇われ、実

質アルバイト乗船 もした。この際、小生のみが荒天にも

かかわらず船酢いをしないことに気付いた。川口弘一氏

(当‖キ新任の助手)が 激 しい船酔いに悩まされながら作

業をすることに驚き、平野先生が万一の事故に備えて辞

表を胸に仁J:立ちしていたことが慎か しく思い出され

る。

そもそも小生は四周を海に円まれた佐渡島出身であ

海洋学を志した頃の思い出など

海洋生態系動態部門底生生物分野 教授 大  田    秀

り、 日本海と祖母の実家である酒造会社の酒樺で産湯を

浴び、小学生時代の夏休みと冬体みはすべて叔母の嫁ぎ

先である相川町二見や達者 (尖閣湾 :新潟大学臨海実験

所所在地)と いう景勝地の荒磯で過ごし、定置網の場網

や鴨 ・雉猟に明け暮れた。何も過去を美化 しているので

はない。実は物がなかった時代であり、人付き合いが苦

手だったのである。片性1合では進学や受験などという意

識は皆無であり、また、学校の授業から期待するものは

ほとんどなかった。1段をもてあまし、兄姉の教科書や参

考書、学校図書館の蔵書を読み尽 くし、口rに残存してい

た鍛冶屋、漆塗lT、京染BIの仕事、はては芸者の練習ま

でを日がな一日眺めていたり、プリキ屋、竹細工屋、指

物師や大工、自転車屋で職人技を見習っていた。そのう

ち、叔父たちが譲ってくれたカメラや顕微鏡、そして友

人の兄の天体望遠鏡趣味と父の天文趣味が今の私を決定

づけてしまったらしい。

しかし、理学部生物学科の学生となり、三崎の臨海実

習でびっくりした。それは、大平洋岸では一日の潮位が

「1, 2m上 下」することであった。日本海はほとんど

一日の潮位差がなく、せいぜい遠浅の砂浜の汀が 「1,

2m前 後」するにすぎない。大袈裟にいえば井の中の蛙

の眼から鱗が落ちた、いや、震撼 した。lllにすむ生物へ

の趣味と、星座と神話の天文趣味が核融合し、地球とい

う惑星と海洋を意識 しだした。上の二つを契機として、

生理学を志していた大学院学生の身でありながら、海洋

研への助手としてのIfIきがあったとき、躊躇はなかっ

た。

しかし、1972年の春に着任 し、いきなり5月 に出港す

るメL茂隆三教授が1世話する自鳳丸KH 72 1の 75日間東

南アジア航海のベントス班の番頭を勤める洗礼を受け

た。深海 トロール、SM採 泥器やグラビティコアラーによ

る採泥、深海カメラによる海底撮影をlrpせっかった。堀

越先生の日頭のみによる希望と指示を受け、現場の神様

たる当時の中井俊介 ・逃本浩志 ・乙部弘隆観‖1機器室技

官、および大学院生であった寺崎誠氏 (テラさん :現海

洋研所長)の 指導と助言のみが頼 りであった。自分たち

の観測点に到達するまでは、割当ワッチでバンドン採水

やMTDな どの甲板作業と研究室での溶存酸素滴定や塩

検などのルーチン分析をこなす。大型バンドン採水器の



取 り外じと受け取 りはテラさんに腰の入れ方を習い、そ

の能率を争えるようになり、MTDに ついては谷日旭氏

(当時北大助手)に 元田先生の開発と改良の積み重ねの

苦労話を伺った。ときに、ナンセン採水器と転任1温度計

による測深補正、六分儀による測位の占典的海洋学のilri

習を中井さんに指導を受けたが、さすがにタイガー手回

計算機ではなく、モンロー電動nl^算機が実用され始めて

いた。

測点での作業前夜は徹夜のPDR測 深で,″ltt地形を探

り、測器の準備では素手でくるくると回ったり締まらな

いシャックルやスイブルをポイとレッコしてしまう鬼の

富岡甲板次長 (当時)に 甲板作業をしごかれ、テーパー

ドワイヤー仕様でジャジャ馬な旧自鳳丸の 1番 ウィンチ

をよいとまけでだまし、ウィンチに雑索をかけて採泥器

の着底をセンシングしたり、ウィンチ張力llでトロール

のアタリをああだこうだと論議 したのも今ではltL語りと

なった。トロールサンプルのソーティングは今島実氏(元

国立科学博物館)、岡村収氏 (元高短1大学教授)、,‖生重

雄氏 (元横浜国立大学教授)ら に教わったが、これら3

氏はアルコールが入らないと船 Lでの仕事や研究ができ

ない強の者であったが、イヽ生にはさらに標本写真撮影が

残されていたので、おつきあいはできなかった。いや、

小生は前述 したように幼児時代に既にアルコールは卒業

していた。当時の最新式海洋観測はピンガー装者の深illl

カメラで教わった。中井 ・蓮本 ・乙部氏らの後見でセレ

ベス海、スル海の5000m級 の最深部での撮影に成功 して

有頂天になった。他の研究者の1■眠中はフィルムの現像

と写真の引伸ばしで就眠時間がないことはたいへんつら

い。 しかし、小生にとってのこのOF究処女航lllが、電気

生理学を通して手慣れていた電子機器の活用lとll発によ

る深海ベントス学の近代化と、深海底を直接ビジュアル

に観察することが自分の当面の使命であることを悟るよ

い機会となった。

しかし、部門nl設費で「lll入してあった深illlカメラが

たったの 2年 で使用不能となった。 2千 万円超の新規機

器購入は助手の手に負えるものではない。絶望の淵に‖i

んで小学生時代に眺めた職人たちの魂が私の中に復lfし

た。残った超耐圧容器と予備部品の中の水中補正レンズ

を生かして、カメラとス トロポを自作してステレオ千卜様

とし、メガベントスの定量評4Jtを可能とすることをH標

に据えた。子供時代にlrt足には果たせなかった本格的:|:

作の夢を実現するべ く、秋葉原通いで電子「1路を組み立

て、金工室で構造部品製作の格闘が始まった。却ll離職

直前の金工室藤野技官から旋盤 とフライス盤使用の手ほ

どきを受け、光学機器メーカー、電子部ギ:メーカー、ス

トロボ管製作所、小型ギアー ドモーター製作所の技術者

を訪ねては適応部品を探 り当てた。当時、電子回路はア

ナログ制御からデジタル制御への切 り替え時であり、ま

たオペアンプ、IC、発光ダイオー ドの曙の時代であった

が、幸か不幸か小生は 5極 真空管、 3本 足 トランジス

ター、論理回路‖キ代を経ているのでアナログ部品とデジ

タル部品の双方を組み合わせ、原理を理解 しつつ新規設

ilができる‖[代である。今のようにIC化されたブラック

ポックスや既製『:を扱 うのではない楽 しみが駆動力と

なった。独身ft族の利を生かし、時間と給料の大部分を

流 し込むことができた。

1年 かけて山作した超深itr用水中ステレオカメラは、

徹夜りIけの淡青九KT 74 14駿 河湾研究航海から使用で

きるようになった。航空写真浪1量の原理で撮影面積と被

写体のサイズ決めが口I能となり、メガベントスの定量化

のめどが立った。 しかし、またまた回路の焼損事故に見

舞われたカメラを改良 し、本格稼働が実現 したのは大森

信氏 (当‖キプランクトン部rЧ助手 :元水産大学教授)と

のKT 75 14駿 わ∫湾サ クラエビ調査 と、連続 したKT

7515駿 河湾ベントス調査であった。海洋学の処女論文

はサクラエビの日周垂直移動の直接証明と昼間における

海底lli Lへの蝸集の定量報告となった。

その後カメラー海底間のモニター装置の改良と撮影技

法の熟練をl」Xて海底撮影の鬼と化したが、なんとカメラ

画lr■は4:物の生活と海底をありのままに伺わせながら虚

lrlに過ぎないことに改めて気付かされた。多様なる生物

TTの写真を同定するには実標本採集の裏付けが必要であ

ることからトロール採集と標本同定、底層流の流向流速

の実測がrlせられた。当時、深海 トロールは軟体動物採

ttを目指 し、 ドレッジ的な曳網を主張する L司や技官と

'7り
合いがつけがたく、また、標本類は共同研究として

来り合った諾研究機関の分lll研究者に流れてしまう悩み

とい‖いながらの作業であった。まず、ORE型 深海 トロー

ルの新規設計と曳網法を確立することで採集能率を一桁

Lげ た。そして、できる限り多くの分類群の生物種を自

ら同定する訓練をTlね、採集された標本の計濃1と重量‖1

定で、口l17■から4LttllH重量を求める基礎データを集積

し、各種4i物の4L息深度分帯や生物地理学的分布データ

ベース構築ルーチンが「は った。これらの作業の総合か

ら:Ⅲ直に見下ろした画lrlで、rFllIを同定する特技 (図鑑

類はほとんど横からリヒめて図示されている 1)や 、二次

元の映lr■から生物IFL存量や流向流速を読みIIRるという飛

路が"「能となった。

この自分の専ドlとする研究の開始の合間にも、山本護

太郎教授の磐梯 rl色沼調査、堀越助教授の石垣島川平湾

のJ」lrJlttllll域4:態J・l杢、パラオfLl瑚礁海域海外学術生態

Jll査に4・ 5年 間参加し、多様な環境を経験する貴重な



機会を得たが、輛l越助教授が教授 に

'「

イ「し、日本海IX水

研か
',‖

l山宗雄先4iが助教授 として着イ「され す ぐれな

い健‖tにもかかわらずllt′i rrの写真による卜1定にillk身的

な協力と指導で、やっと本業を中
't道

に来った。

197611木に出発する851‖Iの自鳳丸IくH7605次 1ぼ毎

′)途次、インド洋:|:りξ赤道i毎城の水深 5千 nlで,1派な突

起を11えたエボシナマコの‖t影と採朱がltりl出4iのサイ

ンとなった。来船,「究 杵の‖ιヤ{1の寄せギFき力ヽ 不えられた

ワインラベルは、お 「としていまなお保 rrしている。

1981年か
')一

般 に共同
"「

究が開放 された 「しんかい

2000」ク)ll・来を開始できたことで、lt午海底写,`ことトロー

ルで1りυ卜tして きた海lltへの直接探訪の夢が実llLした。

198711にはアメリカのイ1人淋水艇アルビンリによる西大

111[城初のマ リアナ背弧海盆中りこ部の熱水,Jt出イLtt l17‖|

集発)とに参画でき、 可内では相模湾初

`し

沖のシロウ リガ

イ‖卜集の発)と、 日ll、KAIIく01:卜11でノチールリによる日

本海|‖てフ),tみ込み‖卜の冷|"水性イビr合成4i態系の発見

に参加できたことは在1繊中lXのハイライトとな り、その

後しばr,〈|ま各国の有人il卜水IFゃtl K辺‖i‖JiljK術■門lfと

ともに和i規に‖H′とした,朱ill曳詢tフ ラ ッ トフ ォー ′、

IDESMOSで マヌス ll盆 情西諸Iちll盆 Jヒフ ィジーlll

盆、マ リアナ lltt ll部等の西|'太1●):背弧海盆411水,lt出

fし生 物 lr集 の 探 索 や 子と兄 をill続した。91成 抑1の

JAMSTECの スタッフ と火 )́に と化 してイi ,た 共 市I“:

業は忘れ
',れ

ない。さらに自llAメしKH 93 3次 ∬J年で に本

賢策 ・‖i4i俊敬 ・イf井ni秋諸lt F)とともにクリltしたイン

ド洋|卜央 lj lll調査に端を発 し、‖[紀の変わ り‖の20α)年

に遂に夕1人淋水艇Kaikoで り(llιしたイン ドill l央海lll熱

水噴出イL′J勿|卜集の発見バ 朱海際 検」の仲′dを飾i ,́た。

その後はむ しろ潜水艇 Jl査では結果的に手ilとなった一

般の大ill底や海iYl城生物調イン)データベース化に残る努

力を傾注 しだ したが、 日,日して,■,上しの感にさいなまれ

ている。

」麒 投 ・教授時r にヽそれな りの数の国内クトの,■′liやJカ

F・ 助教授に支えられなが
', tヽ

まだ果た し得ないライ

フワークの深ll14i物デー タベースの集積 を許:してもらえ

たのは感 llにltえない。太陽に背を 旬けて奈落とつ きあ

う35年‖Jであったが、女が」支吹 して くれた美術と言|、そ

して草木やベ ットヘの受が′しヽの 支えとなっていた。そ し

て、大学法 人化後のせせ こましき‖キfてへの移行期に 牢

■、を免れて定年退Il lを迎え′,れたことは十せ というべ き

であろうか。

1・
・`    

小

■    ・
、

自鳳丸KH 90 3次マヌス背弧海盆調査航海で深海曳航式プラッ トフォーム

DESMOSを 準備中の筆者 と渡辺正晴氏。
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●退官にあたって

船 の 思 い 出

戦時中、海コ:技術i将校をしていた父の影響で、幼少の

頃より海に興味をもち、いつかは船に来って七つの

'1撃

に

行きたいという夢もありましたので、1966年4月 に本411

の農学部水産学不1に進学 してから樹F究案を決める時もな

るべ く乗船できる水産lll洋学講座にしました。学科の 3

年のアジ・サバJl査の実習の時にはじめて三崎の漁船に

来船 し、三崎から大「もの波浮港まで4千きましたが、この

11はじめて船nltぃを体験 しました。この実習の後、同学

年の松日1治氏 ("チ洋微4i物部門 :広

`b大

)と 一緒に神奈

川水試の江ノIbメしに lヶ 月乗船 しサンマの調査を手伝

い、船にもだい.Sf rI信をもちました。 4年 では米国ワシ

ントン大学からり1}国したばかりのイヽ牧勇蔵先生について

卒論で 1黒潮域のIll物プランクトンの分4,生態』を研究

し、自分の試本「を新造の¬鳳メしで採集するという幸運に

も恵まオtま した。

修十からlil洋研究所プランクトン部ド1に進学 し、九茂

隆三先生のご指導で 「大平洋におけるこ顎類の生態学的

研究』に従事しました。この時代の一番の思い出は自鳳

九の長期航海に来船 し、はじめての外地、ハワイ、タヒ

チ、西サモアを訪れた事です。1ドル=360円で外貨持ち

出し制限が500ドルのIII代でしたので学41には夢のよう

なiFでした。この航海には元田茂先生、西洋敏先生、小

倉紀」IE先生など所外からも著名な先生方が参加されまし

たので航,1,中にいろいろなことを教えていただきまし

た。MTDネ ットが試作されたのもこのfljtilllでした。院生

の最年長は博1:311の 高橋正征さん (高知人)で 、大変

に|1学で当時から余裕がある方だと感銘を受けました。

またこの航lllを縁に海洋生イビr部門の藤田善彦先生には

■顎類に含まれるカロテノイド色素の分析をご指導いた

だき、同部門の利IHI人太郎先生とは後に安定同位体の仕

11をご一緒することになりました。小4iの大学院時代は

まだ海洋研究所も
'f究

者が少なかったので淡青九 ・自鳳

'し
にはプランクトン採集のため頻繁に来船 し、1973年3

り!の学位論文提出時には未船 日数は40011を超えており

ました。

大学院修了後は運良 くタイでエビ養殖開発のプロジェ

クトの立上げに参加することができ、lll外技術協力事業

lJ(OTCA:JICAの 前身)の 派遣で農業協卜l組合省水1/i

lうにrjJ務することになりました。このプロジェクトの背

国際沿岸海洋研究センター 教授  寺  崎 誠

景は、1970年代のタイは ドイツから取入れた効率の良い

エビトロール rr法でエビを穫 り過ぎたため資源が村i渇

し、革エビの養殖に成功 している日本に養殖技術の導入

を要請したものです。種ri生,1に用いる親エビの‖1獲の

ため水産九:の漁業調査船にも禾船 しましたが、航 lll中に

朝、昼、晩と3レlエビ料IEが出てくるのでいささか食傷

ぎみになりました。

1977年の本にイ■期満了でりlIJし た後は、次に地中海に

面 したチュニジアの海洋‖F究,llでイト事をすることを頭の

中に描いておりましたところ、 5月 頃、当時、新設の人

槌臨海7F究センター長を兼務されていた恩師の九茂,Il長

から助手に応募するよう話があり、10月 1日 付けで助手

に採用されました。大槌ではプランクトン調査、湾の定

期観測などで毎日のように舟艇に来船 し、自分でも操船

できるようにと小型船舶操縦Lしの資格 も修得しました。

1982年に入るとr ilrl九の舟艇を改jとした 「弥生Jの 代船

建造の話が持ち 11がり、川村忠船長、藤井繁幸技官とと

もに各地の晰llll実験所の殉艇を見学するとともに新riに

ある漁船協会1'務所での設計|「介せのため頻繁に 11京し

ました。

弥生代船竣 liの直前の1983年4,]に プランクトン部‖l

の助教授 として10年振 りに中野キャンパスに戻 りまし

た。当時の部Plの体制は根本敬久教授のもと」lJ手の西 Il

周平さん、11「谷研さん(東大農学生命研究科)、技官のll

井弘子さん、水llktt iさん、イiメしイ1枝さん、大学院には

岩崎望さん (高舞1大)を 筆頭に菊池知I彦 (横浜国大)、‖l

田敦、宮正樹 (千葉県中央ri)、保」lK信11(在 仏)、戸|||

龍樹 (nl価大)、中お明沫 (韓国 :洪陽人)、徐海I(草 ホ1可

:全南大)、ワグディ・ケルグス(エジプ ト国ir海洋研究

所)、の9名 が4irFし活気に溢れており、■HL、夜遅くまで

OF究にFllんでいました。この年の夏からはH,1か らはじ

ま る根 本 先4:を 主席 とす る自 鳳 丸 南 極 illl nlt lll

(BIOMASS)の 準備で多忙な‖を送ってお りました

が、豪州のフリーマントル経IHで市極海に入りはじめて

水山を見た時の感激は忘れられないものでした。その後

1994年、2111)111にもt席 研究員として南極海を訪れる機

会がありましたが、KH 83 4航 liljの日1象が一番強烈で

した。幸運にも一番良い水 (約10万年Jj)が 最後の南柾

tjt海で採れました。
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198711度の r算で自鳳丸f 船ヽ建造が認められると建造

委il会の幹11になり居住|ズ・船内環境およびRI実験室

を引1当することになり、設「IJ「合せなどで三菱重■lF関

造Fl t所、長「lrl究所によく足を迎びました。198911春の

竣 11を前に当時所長をしていたllk本先生が 1処久書ltllllで

どこに行こうか ?|と尋ねら′したので、小イliは即座に「世

界川航を実現 しましょうJと 答え、たいマふゞ時が糸1ってか

ら1989年10,1か′,lL界一月航海を行うことが‖i式に決定

しました。小生の1:ll iの思い出に残るil洋″1究ll始まっ

て以来の大航海を中iに、この航i,に乗船が決まった乗組

itの方々は小rlll l,して喜んでおりましたが、淡i,メしの方

は残念そうでした。10月2711の出港をllに航illf冷事長と

して観‖蟻 器室の進本#i志さん、乙H.ツ、降さんに千伝っ

ていただきll備にり|け幕れる日々を過ごしました。航ll

は東京―サンディエゴーパナマ運河―マイア ミーリスポ

ンーモナコースエズ迎河―ゴアーシンガボールー東京で

各レグのう1'rlは14啓介―寺崎―.I崎―根本一illl川―■

山イl―杉本の 5名 で、寄港地のスクリソフス

"jll‖

F究所、

マイアミ大学、 リスポン、モナコ、ゴアのインド国幅lll

ll fll究所では17t大な新船お披露‖パーティーが ‖{‖され

ました。特にモナコでは元11のレエニエ大公一行が船を

,ど「され、lM,い丁作りの大婦ギ

“

ク)1味を1軸ヒされました。

人航海とも縁のあるリスポンでは全員異国での新11を大

いに楽しみました。II本先4iはl kl魔をおして所1こ業の忙

しい中スクリソフスでのレセフションに出

“

Iされ、また

リスポンーモナコ‖‖を来船されました。先4:はこの航,`J

の後、東大病院分院に入院され夏に他界されました。ま

写真 | :モナコ ・レエニエ大公の来船
(世界周航、 990年 1月)

た小生とともにレエニエ人公をおJI」lえした無機化学部門

の野崎義行さんもこの‖Lにいないと思うと感慨深いもの

があります。このHlt海の参加研究者は76名で海洋研究,ウ「

から全lltllj来船 したのは逃本さん、稲
"LFさ

ん、JL川り|:

「lさん、研究生の秋本泰さんと小4:の5名 でした。本11

に忘れるJ'のできない大航海でした。

その後プランクトン‖
`間

では杉崎宏哉(中央水00、 エ

リック・トューセン (米11オリンピア大)、安日1智共 (11

米)、11川雅哉(中央水Of)、小林暉i美、西川淳、共本詰、

石垣哲治、Jl村
美和、海キ)1科学国際共同研究センターで

は二宅裕志、 トラビス ・ジョンソンの11名の大学院′|:の

オ

"導

教官を務め、彼らを連れて「l ljl九、淡青メしによく乗

船 しました。1994イFに入ると理学書|`附属二崎臨海実験所

の森llk J:‖″,I長 (ガチ洋研OB)か ら臨liヴL代船の姓jとに助

力してほしい旨の依頼があり勿論、1たi‖しました。この

後、大llLの弥生代船の姓iとにも参加したので、つくづ く

H7tの建造にも縁のある人引iであると実感しました。

lill洋研究所でll■ごしたЮ年間は大lll、中野を‖‖わずよ

き師、先1:、卜1僚、1'務職員、院生irイiにも恵まれ本・1

に充実したものであり、院4:、職員の方々と楽しんだサッ

カー、ソフトポール、本泳、スキーなども楽しい思い出

です。1611‖l務めた東大ポクシング部長を定年で選任す

るのは後ろ髪をひかれる思いですが、 211前 に就任 した

東京都アマチュアポクシング連盟会lこの1戴務は4月から

は益々増えそうで、どうやら小41の第2の 人生も1亡しそ

うです。

１
ドＬ「

ヽ

▼
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写真 2:白 鳳丸南極航海 (995年 1月 )
写真 3:船 上でのシイラ釣 り





押 し上げて、海底に露出したものであるという作業仮設

を提出した。更に蛇紋岩海山はキプロスの トロードス ・

オフィオライトの、そして トンガ前弧域はオマーン・オ

フィオライトの、それぞれモダンアナローグであるとい

う作業仮説を提出し検証中である。

(lC)IPOD Leg59で の九州パラオ及び西マリアナ海嶺

の掘肖1岩石の研究で、島弧としての発達が未熟な比較的

地殻の薄い西マ リアナ海嶺で、低温のカルクアルカリ岩

の存在を確認した。

(2d)自 前で採集(インド洋、アデン湾)した岩石にODP

(Leg203,Leg 200)の 岩石を加えMORBの 岩石学的基

礎研究も行ってきた。(2e)近 年はlFI洋プレー ト深部構

成岩石の物質科学的 ・岩石学的探索に力を入れている。

つまり、海洋域の地球深部岩石研究には深海掘削コアに

加え、海洋底に露出する (例えばマリアナ海溝南部陸側

斜面)斑 レイ岩やマントルカンラン岩等の地球深部由来

岩石の研究は、大変重要であるにも拘らず、Of究が手薄

であることを認識 したからである。

(3a)日 本ウナギの耳石のEPMA解 析、サンゴ骨格の面

分析やフォスフォライトの成因に関する共同研究にも携

わってきた。そしてウナギの成長史の解明、サンゴの成

長史と古水温のlll係を明らかにする研究のお手伝いもし

た。

(4a)私 は今まで室内での研究は勿論のこと、海洋研究

Plrと| うヽ、

(4b)全 国共同利用研究所に在席 したために、その制度

の下にある外来研究員常1度 (因みに、外来研究員総件数

の 2～ 3害1にあたる10-15件 を毎年お世話してきた)等

を活用して持ち得た、内外の多くの研究者との交流、(4

C)国 内船はもちろんIPOD(Leg59)、 ODP(Leg125、

Leg203)、 Melville、Moana Wave、 Atlanis Ⅱ等の、外

国船による長期研究航海、有人潜水艇(アルビン、ノチー

ル、 しんかい6500、 しんかい2000)に よる深海潜航調査

研究、

(4d)長期出張による海外での共同研究、つまリシア ト

ル ・ワシントン大學 ・地質学教室で約 1年の月の岩石の

研究、カナダ・グルハウジー大學 ・地質学教室で約 2年

の海洋底岩石特にマントルカンラン岩の初F究、米国のス

ミソニアン研究所で約 1年 の島弧火山岩の研究、

(4e)海 外学術調査研究 (杉村新、米倉伸之を代表とす

る南大平洋における海面変動=HIPAC)等 にも積極

的に取 り組んできた。これらの機会を通し、地質学 。地

球科学 ・生物学 ・海洋底科学 ・惑星科学諸分野での見聞

を広めることができたし、専門分野の同異にかかわら

ず、多くの研究者と議論し、又共同調査研究を経験でき

た。

このような我がままを御許 し
~Fさ

つた皆様の寛大 さ

に、改めて深 く感謝申しLげ る。

これからの人々への望み

海洋科学を含む地球科学は、重要さ、科学的ロマンの

豊富さの書1には、日本では欧米等に比べ馴染が薄 く、研

究者の層も限られている。大学に所属する海洋の基礎的

研究機関としては、IIt一東京大学海洋耐F究所が存在する

だけであり、 しかも、私は唯一の海洋底物質科学の専従

研究者として岩石、堆積物、生物硬試料等を合む海底試

料の ドレッジによる採集(採集装置の保守開発も合む)、

キューレイティング、解析研究を行うと共に、岩石切断 ・

薄片室、X線 分析室等の陸上研究施設の、整備、機器開

発、機能向上、保守及び、共同利用研究 (外来研究員を

合む)に 努めてきた。一方米国には、より大規模な海洋

研究所が10カ所以上 もあり、海洋底物質科学の専従研究

者、技術者も各々数名以上有する。このことからも理解

できるように、海洋底科学分野では日米の差は大きく、

特に海洋の物質科学 としての面は更にその傾向が著 し

く、今後特にこの分野での研究 ・教育の充実が早急に図

られることを望む。

日本の陸上地質の70%以 上は、前弧域を合む海洋底由

来の物質から構成されていると言っても、過言ではな

い。陸上の地質は過去の地質過程の集積、つまり現在の

rlll洋底地質過程の集積として理解できる。陸上地質の理

解にも、海底地質 ・岩石の研究は不可欠であるという認

識が重要である。この観点から陸上研究者の関心を、海

洋底研究に向けさせる事が可能であると考える。しかし

現状では、海洋底物質研究を主とする研究者、学生の少

ないことから、この分野の重要性が十分に理解されてい

るとは言い難い。そして、その原因は海底試料へのアプ

ローチの困難さに求められるのかもしれない。

しかしこの問題 も以下の観点から打開できるものと考

える。既に採集済の試料の活用。自鳳九 ・淡青丸 (学部

生の乗船が重要)の みならず、」AMSTEC(学 部学生乗

船可)を はじめとする公的機関船舶利用公募に対する、

応募研究による活用。外国船舶の共同研究による活用。

国際深海掘削 (DSDP,ODP)試 料の活用、等が考えられ

る。

特にIPOD、 ODPで 採集された岩石試料は乗船研究員

あたり100個を限度として配分されるのみであり、残りの

大半は (特に米国の研究者からは)殆 んど顧みられるこ

ともなく保存されていて、極言すれば過去30年間に渡 り

蓄積された国際深 lll掘削の岩石試料の多くは、ほぼ体眠

状態に在ると言っても過言ではない。(しか し、幸いに

も、岩石試料の保存状態は非常に良好である。)国際深海



掘削計画最大の利■学遺産として llもが認める、ポーリン

グ・コアの有用活用についての議論は、ODPの 中で積

極的に行われていたとは言いlllい。更に、rFL在の分析レ

ベルからすれば全ての岩イi・鉱物のlll分析、そしてそれ

に基づ く再考察が不可欠である。私自身はスクリップス

海洋研究所、テキサスA&M大 学、ラモント地質研究所、

ブレーメン大学 (独)の コア保存11を各々複数Ⅲl訪れ (ラ

モントは 1「|)良質な」t料を採集、共同研究のみならず、

lll洋]f内外の修 |:・li l:論文研究に

'ヽ

する等、有効活用

を図ってきた。

DSDP、 H)OD、ODPの 保存コアを、日本の多くの大学

で修論又は卒論レベルから教育 ・研究に活用することに

より、 日本における地球掘 llホ1学、海洋底科学研究の底

辺を質量ともに拡大することが‖∫能となり、21世紀の海

洋底科学の発展が期待される。近い将来には、ODl)保存

コアの内、西太平洋およびインド洋の約150 k lnl分のコア

が高知大学のコアセンターに移管される「定とのことで

あるが、 そブtを

`寺

つことなく、 一亥JもlllくIIKり掛から1ュ

ばならない。特にOD21は 地球科学に携わる多くの■F究者

の協力無 くしては成ilしえない大プロジェクトであるた

め、地球科学に興味を持ち参加に意欲のあるオ∵手OF究

者 。学/1を含めた研究者集11の育成 ・拡大が急務であ

り、共同利用Of究所である東京大学海洋研究所には、特

にそのようなFI手研究者 ・学/1集団を育成することが望

まオじる。

海:羊底研究の機会は飛躍的に増加したとはいえ、良質

なllll洋底地質試料へのアプローチは、未だ容3/Jではな

t 。ヽ一方、近年の日本における宇宙科学の飛躍的発展は、

南柾隕イfという良質で攣富な研究試料の人手及び、分析

機器の飛躍的発展によりもたらされたと言っても、過言

ではないであろう。このことは、実に示唆に富んでおり、

海洋底lll究においても兄習うべきだと思われる。特に筆

者は、東京大学海洋OF究所所有試料だけの活用には限界

を感 じていたことに加え、ODPの 科学立案評価パネル

(ISSEP)及びrl学委jt会(SCICOM)等 の委員として、

LI際深lllj掘‖J試料保管庫を訪れ見問した際に、実に「もっ

たいない」と思い、 11記科学造産の活用を強 く考えるに

至った。

更に、 日本周辺の海rttには、特 にフィリピンillに見ら

れる様に海底火山活Ill、IJt冷湧水活動、μ千島弧、縁海、

海|11海洋ib、蛇紋岩質前弧海山、多岐に波 るマン トルカ

ンラン岩の産出等々、欧米の,f究者にとっては羨望の的

である変化に富んだ米精査の研究対象が山積 している。

キ|に 1お部マ リアナ l雌 陸側斜面には縁海を伴 う島弧―海

|‖系の地般の上部(堆積層 と火山岩)か ら ド部 (深成岩)、

更に li部マ ン トル至る地lit断
面の世界で唯一の大規模な

露出があり、地球科学の総合i調査研究が待たれている。

これらを対象とし、OD21111111候補地点をも/4L据えた共同

Of究の組織化 も可能であろうし、若い海洋底科学研究者

の多岐に波るifl躍が望 まオtる。

おわりに

型、は写真撮影を趣味 としていつ もカメラを持ち歩 き、

あまり遠慮することもな く皆様を撮影させて頂いて参 り

ました。 多くの方々に快 く被写体 をお引 き受け頂いたこ

とに、改めて感謝中 し Lげ ます。私 自身が被写体になる

ことはあまり多くありませんで したが、最近塚本勝巳、

j7L兵両氏からrflぃた写真は私のお気に入 りです。紙面に

余裕があれば、ltuttrrtけると幸いです。

写真 |:大 槌にて、塚本勝巳氏撮影 写真 2:海 洋研にて、堤員氏撮影

⑩



●シンポジウム

研究ll・了1鳳丸及び淡ilメしは1:成16111)]に東京大1■

":)「″F究河iからlli)|″F究開イと機1体に移1↑されました。移管

後は東京大学海|1耐F究所が‖1究船Olt海計画策定、観11支

援等の側F先に係わるlr J「

'1の

運竹は全IH共同利
'||(本

制の

もと東京大学海|)["Fttlllがl Чlし、  方海洋″F究‖発機

|‖|ょrl眈船の連続 を1111することにな りました。このFl

しい体‖1に移イiして 2カ 11が経 llしllF究成果力`次々とグと

表されてお ります。このような状況をツfiまえ ‖「先者「‖

でさ′,なる議1倫を進めるのみならず、広 く|‖:‖月に成果を

公表し,‖:‖‖していただ く‖14′て、,F′先山iでの成果に責務

を

`1う

東京大学海| |ヽ″1究
'iが

li‖:する‖「究成果
`L大

会を

開‖:することが、
rr‖

i研究船運営委it会でlt案されまし

た。これを受け、 キ崎誠サ体F'F究船運営 委il会委it長は

9り18日 (金)、 9月 9‖ (li)に日本不1学米米館 (東京

4`江舛〔κ ri梅)に おいて、
"「

究成果発表会を rl‖:するこ

とを,夫定 し、『「究発表会の企画を学術
'F究

1合連航部会に

委任 し、‖[11人は部会長の徳ll英一がI Jlすることにな

りました。

そこで、部会委itでプログラム委li会を主ち :け、発

表会の企画方針について議論 しました。議i倫の中で各関

連学 会等が iiイ|す る海関係の シンポジウノ、が昨今では

ll 企々画されていることか 1)、対象となる参加者を想定

し、イ1色の有るシンボジウン、にするため一 11人が必要で

あるとク)意)レ 出ゞされ  ド‖己の方針でフ ログラ′、を(1:成

することになりました。1)rF際的な利F究題‖31けriはど

企lηし、 卜分な議,論の‖1円 をl llイ米する、2)|の ll.サイエ

ンスのセ ッション (場!員1公外)を 設ける、3)|IJ費発表 ・

ホスター発表をイ||||する、1)lll究成果発表会の 名称を

「海I卜出lJとする、5)それそれのセ ッションに11 崎`コン

ビーナーを運1た‖;会委員か
',選

出 し、コンビーナーがll

徴の有るフログラムを企「1する。

その結果、 ドF己のフ ログラノ、が決 まりました。

セッション 1(|IJl`と表):1可際人11フロジェクトと,■

|ルした0日i航海の成果 (招待 :5(11)

セ ッション2(lJI発 表):‖ 申 帯術環系における生態

系変ll(招 待 :5(11)

セッション3(H JI発 表):ムtり■の「1究llk果オキ集 (公募

:1()f'1)

セッション4(H Jl発 掏 :夕iしい視‖|「,去の開発 (イ{

イ|:5『 卜)

ボスターセッション (公カメ:30件)

発表のほとんどは淡riメし・「1鳳メしを中ly/とした消゙
'11祝

llll

結果を水12としたit新のrll究成果であり、あらためてlt

力1呵のi毎i)tl,f究における111イ,のイI置|、1けの1重さを′ヽすも

白鳳丸 ・淡青丸研究成果発表会 「海學間」を終えて

「海Frl‖1」プログラム委ll会世話人

海洋底科学部rl海洋底llL質学分ltr・教授 徳  山  英  一

の とな りました。 また、 劉皮の分Tlにまたがる lj洋学を

4Yt断的に議,論する場が今卜|の発表会でllかではあるが1■

供できた もの と考えます。

方で、会の開催趣旨を広 く利用 竹に徹底するに111,

なかったこと 発表者への参加旅tセは原則不支給である

ことの情報伝達が徹lltしていなかったこと、発表ロキ間の

lrlxll'および議1論の‖キ間が |う)に確1米できなか ,́たこと、

IIJl発表かボスター発表かの選択 をフログラ′、委li会が

決定 したこと、など反省点 も多々あ りました。今後の :米

題 と考えます。

また、「淡 ri以し代船へのlkり組み」と銘|「った公lll刊論

会を 211Hの 1・後に企,1し ました。基 o・l‖1告のあと活発

な議論が交わされ、 il,ルヽと「I域 を結.ふ:沿j半た文を対象とす

る先端海洋観測■)が喫緊に必要であることで合意され、

建造り33に Flけて益 々の努力をすることが1侮認されまし

た。

本シンポジウムには、全 可共 1利り||″f究舟イト評価委it会

(外‖,委員 7名 から構成)に 御出‖It たヽだ きました。そ

のJl l山は、実際に研究発表をお聞 き
'質

きl■l究成果の「平価

をしていただ くのみな′,ず、淡ザiメし代船 についてもその

重要性を11解 していただ くことで した。評価′喘 評を)と

る限 り、 11記 の‖的がある程度満足されたと

`え

ます。

会には 211で 延べ307名の参加竹を数え、また公募には

1想 を L卜1る総,i+40(11の応りIを頂きました。 また、フ ロ

グラ′、委員会と連携 しロシステ ィックスを夕t当する実行

委it会にγr洋研 1'務部および観‖1夕「究企口11 がヽ参加 し、

発表会および懇親会 (8H17昨 45分 -191キ45分 :日 本不1

学未米館 7「 の レス トラン)を 円111に運営することが出

来ました。フログラム委it会をfて表 し力係 各イれに感illlう女

します。 さらに、「海
`"間

」に協,tr資ぃた海il10F究3H発機

構、機格卜展示に参加Tliいた各社に感,lll致します。

⑪



●国際シンポジウム

平成18年9月 22日～23日、釜慶国立大学校海洋科学共

同研究所(K10S)の講堂を会場として第2回 日韓海洋科

学シンポジウム (The 2nd KIOS ORI Joint Symposium

on Marine Science)がllli“:されました。このシンポジ

ウムは、東京大学海洋研究所と釜慶国立大学校海洋科学

共同研究所との間における学術交流協定に基づ くシンポ

ジウムであり、第 1[|は平成14年8月 に釜慶国立大学校

の関係者を海洋研究所に14j聘し開催されたことから、今

回は本所関係者が同校を訪問してシンポジウムを開llLす

る運びになったものです。第2回 のシンポジウム開催に

先だって、寺崎誠所長、塚本勝巳」際交流委員長、私が

出席 して、この国際交流協定の更新締結が平成18年2月

27日に卜]校において行われました。

今回のシンポジウムには、 日本側からは寺崎所長以 下

23名が出fllし、また韓国側からは50名以 卜の出席者があ

り、26件の日頭発表と1911のポスター発表が行われまし

た。協同オーガナイザーとして、KIOSか らSeok Yun

Kim教 授 とGwang Hoon Lee教授が、llll洋OF究所からは

朴進午助教授と私がその任に当たり、近泰子 tl際交流係

長には事務的な対応に尽力して頂きました。シンポジウ

ムのオープニングには、K10Sの Han Soeb Yang所長と

寺崎所長のスピーチがあり、今後も継続 した両研究所間

の結束がFll認されています。それに引き続き、釜慶国立

大学校Yun Soo Mok総 長うι辞、韓国農林水産部長官や国

会議員のメッセージがあり、韓国側の並々ならぬ熱意を

強く感 しました。今回の訪‖‖では、空港からの送迎、懇

規会、市内 ・魚市場見学など、釜慶国立大学校上げての

歓迎を受け深 く感謝 した次第です。

シンポジウムの話題は物理 ・化学 ・生物 ・地学 ・水産

第 2回 日韓海洋科学シンポジウム

海洋研究連携分野「生物回環境学」 教授 木 オl 伸 吾

と多岐にわたる研究分野に関わるものでしたが、一堂に

会して両国間の共通OT究課題を改めて認識できたことは

極めて有意義であったといえます。発表された話題は、

溶存有機物 ・無機物の動態、海底湧水、ウナギのFI遊、

微小プランクトン・パクテリアの分4i、ベントスの4i

態、進化
`L物

学、クロマグロ・イカの生態、資源解析と

資源管FJl、海底堆積物、地形表IFa手法、海洋気象、表層 ・

深層循環などで、韓国側の発表には朝鮮半島周辺海域を

対象とした演題が多く見受けられ、地llll的に重なる部分

でIJk に々とっても共J Liの興味や知見が得られたものと考

えます。

今回のシンポジウムllll催に当たっては、単なる意見交

換、情報交換に終始することなく、それをさらに発展さ

せ、具体的な共同研究を実施するための ド地作りに念頭

が置かれています。そこで、協同オーガナイザーはこれ

を議論するための総合討論を最後のセッションとして企

画し、座長となったSuam Kim教 授とともに具体的な提

案を行うこととなりました。その結果、生物、化学、地

学、物llJの研究分野から淡青丸研究tlL海公募に応募 し

て、H樟 の研究者が協力して研究航 lllを実施、さらにそ

の研究成果を第 3回 日|・tlll洋科学シンポジウムの中で発

表 しようということで合意がなされました。共同研究実

施に向けた各分野のコーディネーターとして、塚本1か巳

教授、‖i生俊敬教授、川幡穂高教授、道「I豊助教授が対

応項けることとなっており、その一部はJ:L と々2007年度

から実施予定となっています。第3回 は日本で開催 F定

であり、柏キャンパスに建設する新 しい lll洋研究所のお

披露Hシ ンポジウムとなることが期待されます。



●国際交流協定

インド国立海洋研究所 との協定が締結 される

海洋科学国際共同研究センター 教授 植  松  光  夫

近年、インド洋での予riiilll測IJ月査に‖[界各 Jの「F究者

の ガ心が集まっています。これはインド111の持つl●有の

無峻素ハイの形成や物質lr環、水産F il勿、そして気1美変化

に対しての1:態系への☆ヽナ応、人陸フレー トの 1重点でク)

lL質学的なJ‖4・など I可な的な対応でlRり利|むべき課題

が次々とlL案されつつあるり1状を
'え
映 しています。

この流れの中で、2()()4-2005年にかけて日本学徘j振興

会客11研究itとして海洋01究
"iに

‖卜右iしていたインド11

111し

'iFttf究
所のDilccp Kunln博「と塚本1,巳前11捺セ

ンター長が起案し、本所との学椰i協定を締ホ占するに11り

ました。

20061110月 511、り古川L口|‖‖11‖|よ り、 イン ドlJ ll,`撃洋f'F

先所との協定「卜の1]司印式が行われました。日本からは、

キ山,,ル「長代,Iとしてい1際センター長である|「i松と、海洋

「¬lT・ 日 日 [

'「
:l¬l

研究所協議会の委員をされている名占片:大学才里「放郎教

授、海洋,F究開発機IIの北11洋プログラ′、ディレクター

のお二人にも列‖「していただきました。インド側かr,務

定に係わる lifr研究者、li務官が並び、各ltl係者の/L守

る中、なごやかに署名が行われました。

双方かr)の記念|キ11交換後、Shetye,li itから、今後は

教育についても交流が出来るようにとlt案を受けまし

た。東京大学が国際迎|ル交流拠点をインドに持つ言l μlが

ある.liを抜露 し、インド洋への「1鳳メLttlllも.I画されて

いるliを

“

イ介しました。今後、共同観■1・f,F究を行うた

めに、 11‖ l交litJi業などにも不ずi小曖的に|lii与していくこ

とで合意しました。ll内の青様か
',も

不J詢:的な共卜1耐F究

提案が出されることを
'01待

しています。
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●所内行事

JAZZ in ORI

事務部総務課 片  桐  和  子 /所 長 寺  崎 誠

1月 の新春ll楽会でスター トした2006年の所内厚生委

員会の活動も8月 のソフ トボール大会に続いて12月 4日

のジャズコンサー トで終了しました。このコンサー トの

きっかけは2005年の夏に大槌で開催された坂円り1トリオ

による演奏会でした。演奏会後坂Hl氏とジャズ喫茶 「ク

イーン」で会食し、翌日は大竹先生と一緒にセンターを

案内しました。この時、いつか機会があったら中野でも

演奏して下さいと頼んだ記憶があります。この縁でよう

や く待望のコンサー トが坂円明氏 (サックス ・クラリ

ネット)、バカポン鈴木氏(ベース)、廣木光一氏(ギター)

をおIrJきして講堂で開llLされました。この企lTを成功さ

せるため一月前に実行委員会を立ち Lげ、ポスター ・パ

ンフレットの作成、会場設営、演奏会後の食事準備など

にあたりました。会場に入った所員は普段のイメージと

はがらりと変わった講堂の飾 り什けに度肝を抜かれまし

た。

初めにDVDを 使 った坂 田氏の ミシンコにつ いての

トークがあり、専F]的な解説の中にもユニークな人生観

を交えた洒脱な語 り日が参加者の実いを誘いました。

続いて海洋研の名にふさわ しく、海に関わる坂は1氏の

オ リジナル作品を合む 「水母～ A good for nothing」、

「Banad for Taco」等 7曲 が時には歌 も交えながら演奏

されました。ステージから奏でられる、時にしみしみと

心に r.りかけ、1コこ魂を揺さぶるようなサウンドに全員

が酔いしれ、充実した時間を共有しました。アンコール

のイタリア映画 「ひまわり」テーマ山が終了した時には

拍手が鳴り止まず、感動で満ち足 りた輿奮に会場が包ま

れました。また、用意 した椅子は満席となり、立ち見が

出るほどの盛,兄で、販売されたDVD、 CDも ,寅奏終了後に

は飛あゞよう|こ売れました。
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●新スタッフ紹介

黒 沢  正 隆

(国際沿岸海洋研究センター ・技術職員)

出身は岩手県大槌町

趣味は釣 り。センター付近 も幼い頃から知っている

穴場が沢山あります。愛船 『新山メL(06t)』で出る事

もあります。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

故郷の海の自分の知らない一面を見られることで、

新鮮な毎日です。自分の技術を生かし、安全な操船に

′じヽがけ、みなさんの研究の力になれれば幸いです。

杉 村  聖 治

(総務課長)

出身は埼玉県さいたま市(1日浦和市)です。

趣味は孫娘との可愛いデー ト

将来への抱負あるいは海洋研への期待

13年ぶ りに本郷キャンパスを離れ、早 5ヶ 月が過

ぎ、中野の地への通勤、郊外部局の雰囲気にも馴染み

だしたところです。大学環境が大きく変化する中、研

究所の抱える様々な課題等に、今まで培った経験を

生かしながら、柔軟な発想 ・見地に立ち、海洋研の発

展と活性化に取 り組んでゆきたいと思っておりま

す。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

野 上  規 子

(海洋底科学部門 ・海洋底テク トニクス分野 ・技術

職員)

出身は大阪府岸和田市

趣味は本を読むこと、歩 くことです。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

修士時代に自鳳丸に乗船 させて項いた関係で今回、

勤務させて項けることにな りました。最新の海洋研

究が行われている場で、色々なことを見間できるこ

とは嬉 しいです。臨時採用なので短い期間ですが、少

しでも研究のお役にたてるように頑張 りますので、

よろしくお願い致 します。

馬 渕  浩 司

(海洋生命科学部門 ・分子海洋科学分野 ・助手)

出身は滋賀県彦根市です。高校事業後、仙台、愛媛

(南予)、大阪、京都 と移動 して今に至 ります。

趣味は草野球。海洋研野球部の世話役をしてお りま

す。昼休みに練習 してお りますので、お気軽にご参加

下さい。

将来への抱負あるいは海洋研究所への期待

昨年 8月 に身分が変わ リスタッフとなりました。海

洋研に来てから6年経ちますが、これからも所の盛

上げに少 しでも寄与できるよう、研究に部活に励み

たいと思ってお ります。 どうぞよろ しくお願いいた

します。
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